
1 

 

令和６年度 第１回富里市行政改革推進審議会  

会 議  録 

 

〔日時〕令和６年８月３０日（金）  

１５：１０～１６：２０  

〔場所〕富里市役所分庁舎２階大会議室  

 

○出席者（順不同）  

 （委 員）寒郡茂樹会長、町田弘副会長、本 幸子委員、  

石川賢治委員、浦辺隆司委員、沖田健二委員  

（事務局）山﨑経営戦略課長、鈴木課長補佐、粕谷主査、小澤主査  

（傍聴者）なし  

 

○次第 

１ 開会 

２ 会長あいさつ   

３ 議題 

（1）行政改革推進体制について  

（2）富里市第３次行政改革大綱令和５年度改革プラン実績の意見について 

(3) 富里市第４次行政改革大綱骨子案及び策定スケジュール案について 

(4) 令和６年度富里市行政改革審議会スケジュール案について  

４ その他 

５ 閉会 

 

○配布資料 

・ 会議次第 

・ 資料１「行政改革推進体制」  

・ 資料２「富里市第３次行政改革大綱令和５年度改革プラン実績」 

・ 資料３「富里市第４次行政改革大綱骨子案」  

・ 資料４「富里市第４次行政改革大綱策定スケジュール案」  

・ 資料５「令和６年度富里市行政改革審議会スケジュール案」  

・ 参考資料「第１次政策実行計画【令和５年度改訂版】」  
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会議録  

 

１．開会  

 

２．会長あいさつ  

 

３．議題  

（1）行政改革推進体制について  

 

【会長】 

  ・事務局から説明を求める。  

 

〈資料を基に事務局より説明〉  

 

【会長】 

  ・内容について、確認いただきたい。  

 

（2）富里市第３次行政改革大綱令和５年度改革プラン実績の意見について  

 

【会長】 

  ・事務局から説明を求める。  

 

〈資料を基に事務局より説明〉  

 

【会長】 

・ それでは委員の皆様から意見等を１人ずつ伺いたい。  

 

【委員】 

・防災行政無線戸別受信機の補助額はいくらか。また、年度別に何台   

購入されたか。  

 

【事務局】 

・補助額については、受信機１台約４５，０００円であるが、購入者負  

担を９，０００円とし、市が約３６，０００円、割合で言うと５分の  

４を負担している。  

購入台数は、令和５年度末の累計台数は６８台、年度別台数は、令和  

２年度が３８台、令和３年度が２７台、令和４年度が１台、令和５年  

度が２台と、年々希望台数は減ってきている。 
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【委員】 

・次代を担う若者に富里に根付いて欲しいので、「若者プロジェクトチ

ームによる目指せ！サスティナブル・コミュニティ事業」を、しっか

り取り組んでいって欲しい。ただ、募集するだけでなく、こちら（行

政）からアプローチをして欲しい。前年度と同じではなく、やり方を

変える、切り口を変えるなどして取り組んでほしい。  

・公共施設再編計画の検討について、市内公共施設の老朽化が激しい。

今後、人口減少、高齢化などがあるので、５年後、１０年後を見据え

て、再編を考えていって欲しい。  

・消防の広域化について、令和６年４月までが広域化推進期限となって

いるが、その後どうなのか。  

・財政が厳しい中、市の職員の負担も大きいと感じる。メンタル面も配

慮しながら、頑張っていって欲しい。  

 

【事務局】 

・若者プロジェクトについては、今年度の実施から若者主体で事業が進

められるようにしている。  

・市内公共施設については、人口減少もあるので、施設の統廃合も踏ま

え検討していく。  

・消防の広域化については進んでおらず、今後も難しい状況である。  

 

【委員】 

・道路路線について、市道○○号線ではなく、通称名または愛称など、

住民に親しみやすく、わかりやすくできないか。  

・住民税の申告もマイナポータルから手続が出来ないのか。また、それ

が出来なければ、市で情報を集められないか。  

・アダプトプログラム、公園の協定による住民参加の減少については、

高齢化が要因ではないかと考えられるので、抜本的な見直しを検討し

た方が良いのではないか。  

・パブリックコメントは、パブリックコメントを実施することが目的に

なっているように感じる。市民からの意見の吸い上げ方を検討した方

が良いのではないか。  

・燃料費等の値上げがある中、削減努力が認められるが、施設に薄暗い

イメージが定着しないよう配慮していただきたい。  

・民間活力を活用する場合でも、行政の責任確保、市民生活の安全性、

市民サービス向上の３点に十分配慮していただきたい。  

・職員の事業提案や事務改善提案などの制度を創設し、提案が採用され

た場合は実施に携われるようにすれば、やりがいが出るのではないか。  
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【事務局】 

・いただいた御意見は、担当課と調整しながら検討してまいりたい。  

 

【委員】 

・富里市公共施設予約システムは、非常に便利なシステムだと感じてい

るが、施設利用率の向上につながったのか。  

・「市政へのご意見・ご提案」「市長への手紙」などの内容及び回答は、

ホームページ上に掲載されているのか。  

・オープンデータ１１種類の内容について教えて欲しい。  

・市公式 LINE の登録者数を教えて欲しい。  

・議会の本会議のライブ配信は行われているが、委員会のライブ配信は

出来ないのか。また、議会資料のホームページ掲載は、ライブ配信と

同期化できないのか。  

・旧保健センターの利活用について、財産収入の額は妥当なのか。  

 

【事務局】 

・公共施設予約システムについては、現時点で把握はしていないが、毎

月の利用状況のデータは各施設で集計している。一定期間の推移を見

て分析するよう施設担当と調整する。  

・市政へのご意見・ご提案等は、市公式ホームページに掲載している。

個人情報等が含まれる内容以外で、市民の皆様へ施策の理解につなが

る提言等を掲載している。  

・オープンデータの内容としては、① AED 設置個所一覧、②介護サービ

ス事業所一覧、③医療機関一覧、④文化財一覧、⑤観光施設一覧、⑥

公衆無線 LAN アクセスポイント一覧、⑦消防水利施設一覧、⑧指定緊

急避難場所一覧、⑨地域・年齢別人口、⑩子育て施設一覧、⑪オープ

ンデータ一覧の 11 種類。 

・市公式 LINE 登録者数は、令和６年８月２９日現在で４，９５６件。  

・委員会については中継環境が整っていないため、環境整備を含めた調

査を行っているところと議会事務局から聞いている。また、議会資料

のホームページ掲載についても、今後の課題として検討していくと聞

いている。議会事務局に対して、御意見があった旨、伝えていく。  

・旧保健センター利活用については、保育施設を記事とした福祉施設の

プロポーザル方式による誘致を行い、小規模保育施設が開設された。

プロポーザル方式により採用された提案で、市が設定した月額の賃借

料の額を上回ったもので、妥当なものと判断している。  
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【委員】 

  ・職員の定数について、任期の定めのない職員数が少ないと聞いたが、

業務が複雑化する中で、過重労働になっても困るので、適正な職員

数を配置する必要があると考える。  

 

【委員】 

・コンビニでの住民票・印鑑登録証明書交付について、具体的な交付数

と、年々交付数は伸びているのか教えていただきたい。  

 

【事務局】 

・令和５年度は、住民票は全体で２２，１２３件のうち、４，２１６件

がコンビニ交付、印鑑登録証明書は全体で１４，７１７件のうち、３，

０２３件がコンビニ交付であった。コンビニ交付件数は、年々増えて

いる。 

 

【委員】 

・財政基盤の強化については、税収の確保に苦労されていると思うが、

今後も創意工夫をされ、歳入の確保という観点から、頑張っていただ

きたい。 

 

【委員】 

・窓口業務向上に向けたキャッシュレス化については、市民の利便性向

上、職員の業務効率化などに結び付くものなので、ぜひ検討していた

だきたい。 

・企業立地については、市と情報交換を密にしながら、連携できればと

思う。 

 

【事務局】 

・キャッシュレス化については、徐々に対応を進めている。令和７年度

からを計画期間とする、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」におい

ては、デジタル技術の活用について、全面的な改定をしていくので、

今後、この分野が増えてくるものと考えている。  

・企業立地については、市でも企業誘致専門員が活躍しているが、思う

ように進んでいない状況にある。関係する金融機関と情報交換を続け

ていきたい。  
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（3）富里市第４次行政改革大綱骨子案及び策定スケジュール案について  

 

【会長】 

  ・事務局より説明を求める。  

 

〈資料を基に事務局より説明〉  

 

【会長】 

  ・御意見があれば挙手願いたい。  

 

【会長】 

  ・第４次行政改革大綱骨子案の中の、専門職等の人材確保に含まれる

のかもしれないが、成田空港の機能強化に伴い、空港内で約３万人、

周辺も含めると約６万５千人の雇用が発生すると試算がされている。

そうなると、外国人材を富里市も受け入れるしかない。視点の一つ

として、外国人に対するケアを出来る人材の確保が必要になってい

くのではないか。  

 

（4）令和６年度富里市行政改革審議会スケジュール案について  

 

【会長】 

  ・事務局より説明を求める。  

 

〈資料を基に事務局より説明〉  

 

【会長】 

  ・これからもよろしくお願いしたい。  

 

４．その他  

    

５．閉会   


